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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第140期

第３四半期累計期間
第141期

第３四半期累計期間
第140期

会計期間
自 平成28年12月１日
至 平成29年８月31日

自 平成29年12月１日
至 平成30年８月31日

自 平成28年12月１日
至 平成29年11月30日

売上高 (千円) 3,634,473 3,611,412 5,048,819

経常損失（△） (千円) △300,164 △154,942 △367,914

四半期（当期）純損失（△） (千円) △273,665 △208,373 △4,092,892

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) - - -

資本金 (千円) 3,455,000 2,003,222 3,455,000

発行済株式総数 (千株) 1,171 1,173 1,171

純資産額 (千円) 6,532,142 2,798,158 2,835,966

総資産額 (千円) 12,134,875 8,515,114 8,109,379

１株当たり四半期（当期）
純損失金額（△）

(円) △244.84 △186.09 △3,684.72

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) - - -

１株当たり配当額 (円) - - -

自己資本比率 (％) 53.8 32.9 35.0
 

 

回次
第140期

第３四半期会計期間
第141期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成29年６月１日
至 平成29年８月31日

自 平成30年６月１日
至 平成30年８月31日

１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △120.87 △102.81
 

　（注） 1 売上高には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。

2 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。

3 四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については、記

載しておりません。

     　 4 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、該当事項はありません。

 

２ 【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある以下の事項が発生しております。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）固定資産の減損

当社は客室改装などによりホテルを営業施設として維持していくための設備投資が必要になります。設備投資資

金は主として金融機関からの借入により調達します。

固定資産の貸借対照表計上額につきましては、事業収益性が低下し当該資産が十分なキャッシュ・フローを創出

できないと判断される場合は、減損の認識が必要となり、当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性がありま

す。

（2）継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、前事業年度において２期連続で営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、当第３四半期累計期間に

おいても149,897千円の営業損失、154,942千円の経常損失及び208,373千円の四半期純損失を計上しており、継続

企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。なお、当社が営むホテル業は、第４四半期

に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向があります。

継続企業の前提に関して重要な疑義を生じさせるような状況が存在していますが、「３.財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の分析（６）継続企業の前提に関する重要事象等」に記載のとおり、当該重要事象等

を解消、改善するための対応策を講じることにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないもの

と判断しております。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況　

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や設備投資の増加、雇用環境が改善するなど、緩やか

な景気回復の兆しが見られるものの、一方では米国と中国・ＥＵによる貿易摩擦の激化、新興国の景気減速など、

先行きは未だ不透明な状況であります。

このような状況のもと、当第３四半期累計期間の売上高は、3,611,412千円（前年同四半期比0.6％減）となりま

した。

　販売費及び一般管理費は、前期にホテル事業の有形固定資産を減損処理したことにより減価償却費が減少したた

め、2,641,695千円（前年同四半期比6.4％減）となりました。営業損失は149,897千円（前年同四半期は298,044千

円の営業損失）、経常損失は154,942千円（前年同四半期は300,164千円の経常損失）となりました。

　また、当第３四半期累計期間の四半期純損失は208,373千円（前年同四半期は273,665千円の四半期純損失）とな

りました。

　なお、当社が営むホテル業は、第４四半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向がありま

す。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（ホテル事業）

　ホテル事業の当第３四半期累計期間の業績は、売上高3,568,035千円（前年同四半期比0.6％減）、営業損失

179,477千円（前年同四半期は327,738千円の営業損失）となりました。

　なお、主な部門別の売上高は、宿泊部門920,395千円（前年同四半期比6.5％減）、レストラン部門1,053,037千円

（前年同四半期比0.7％減）、宴会部門1,308,916千円（前年同四半期比3.7％増）となりました。

（不動産賃貸事業）

　不動産賃貸事業の当第３四半期累計期間の業績は、売上高43,377千円（前年同四半期比0.1％減）、営業利益

29,580千円（前年同四半期比0.4％減）となりました。
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（2）財政状態の分析 　

（資産）

資産合計は8,515,114千円（前事業年度末比405,735千円増）となりました。

主な要因は現金及び預金136,082千円の減少や、前払費用30,067千円の減少、未収還付法人税等22,880千円の増加、

未収消費税等42,984千円の増加、有形固定資産512,373千円の増加、投資その他の資産8,702千円の減少などであり

ます。

（負債）

負債合計は5,716,956千円（前事業年度末比443,544千円増）となりました。

主な要因は買掛金138,864千円の減少や、未払法人税等65,538千円の減少、未払消費税等162,036千円の減少、未払

費用105,134千円の減少、長期借入金1,000,000千円の増加、役員退職慰労引当金135,525千円の減少などでありま

す。

（純資産）

純資産合計は2,798,158千円（前事業年度末比37,808千円減）となりました。

主な要因は資本金1,451,778千円の減少や、資本剰余金2,624,592千円の減少、利益剰余金3,884,519千円の増加、自

己株式162,407千円の減少などであります。

 
（3）事業上及び財政上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

（4）研究開発活動

該当事項はありません。

　

 （5）主要な設備

新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四半期累計期間に著しい変動があった設備は、次のと

おりであります。

　　大規模改修

タワー館の客室リニューアル工事等を２月から４月末まで２フロア、５月から７月末にかけて２フロア実施し

ており、工事金額（税込）は936,680千円であります。なお、当第３四半期累計期間において、当該工事に係る資

産の取得金額（建設仮勘定含む）は724,978千円となっております。

 
 （6）継続企業の前提に関する重要事象等

「１.事業等のリスク」に記載のとおり、当社は前事業年度までに２期連続で営業損失、経常損失及び当期純損失

を計上し、また、当第３四半期累計期間においても149,897千円の営業損失、154,942千円の経常損失及び208,373千

円の四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。し

かしながら当第３四半期会計期間末において現金及び預金460,767千円を保有し、また、運転資金の効率的な調達の

ために主要取引銀行と当座貸越契約を締結するなど、必要な資金枠を確保していることから、資金面に支障はない

と判断しております。さらに、タワー館客室改装工事等により収益力の向上を図ると共に人員配置等の見直しによ

る人件費の削減や業務委託の見直しによるコスト削減に努めることにより業績黒字化を達成し、当該重要事象等が

早期に解消されるよう取り組んでまいります。以上より、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められない

と判断しております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,600,000

計 4,600,000
 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年10月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,173,428 1,173,428
東京証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）

単元株式数
100株

計 1,173,428 1,173,428 ― ―
 

（注）発行済株式のうち2,148株は、譲渡制限付株式報酬として、金銭報酬債権（6,068千円）を出資の目的とする

現物出資により発行したものです。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　平成30年６月１日～
　平成30年８月31日

- 1,173,428 - 2,003,222 - 2,846
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成30年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 58,400

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,104,400
11,044

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 普通株式 10,628 ― ―

発行済株式総数 1,173,428 ― ―

総株主の議決権 ― 11,044 ―
 

(注) 「単元未満株式」の中には当社所有の自己株式83株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
ホテル、ニューグランド

横浜市中区山下町10 58,400 - 58,400 4.97

計 ― 58,400 - 58,400 4.97
 

（注）平成30年７月19日の取締役会議に基づき、第三者割当による自己株式の処分を同年８月６日付で58,400株実

施しております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成30年６月１日から平成30年

８月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年12月１日から平成30年８月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          前事業年度
(平成29年11月30日)

当第３四半期会計期間
(平成30年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 596,849 460,767

  売掛金 272,434 272,556

  原材料及び貯蔵品 92,236 95,504

  未収還付法人税等 - 22,880

  未収消費税等 - 42,984

  その他 60,081 32,621

  貸倒引当金 △50 △50

  流動資産合計 1,021,551 927,264

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 7,573,998 7,757,547

    減価償却累計額 △4,421,734 △4,475,573

    建物（純額） 3,152,264 3,281,974

   建物附属設備 5,344,730 5,692,924

    減価償却累計額 △4,453,167 △4,533,518

    建物附属設備（純額） 891,563 1,159,406

   土地 2,548,115 2,548,115

   その他 1,717,598 1,898,627

    減価償却累計額 △1,488,856 △1,545,380

    その他（純額） 228,741 353,246

   建設仮勘定 39,895 30,211

   有形固定資産合計 6,860,580 7,372,953

  無形固定資産 56,136 52,490

  投資その他の資産 171,109 162,406

  固定資産合計 7,087,827 7,587,850

 資産合計 8,109,379 8,515,114

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 372,433 233,568

  短期借入金 300,000 385,000

  1年内返済予定の長期借入金 620,000 620,000

  未払費用 279,013 173,879

  未払法人税等 65,538 -

  未払消費税等 162,036 -

  未払事業所税 15,961 11,897

  前受金 127,606 172,171

  引当金 3,754 22,320

  その他 152,235 91,990

  流動負債合計 2,098,579 1,710,827

 固定負債   

  長期借入金 1,260,000 2,260,000

  長期未払金 - 33,150

  再評価に係る繰延税金負債 503,998 503,998

  退職給付引当金 993,800 927,472

  役員退職慰労引当金 135,525 -

  長期預り保証金 281,508 281,508

  固定負債合計 3,174,832 4,006,129

 負債合計 5,273,412 5,716,956
 

 

           (単位：千円)
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          前事業年度
(平成29年11月30日)

当第３四半期会計期間
(平成30年８月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,455,000 2,003,222

  資本剰余金 2,957,541 332,948

  利益剰余金 △4,092,892 △208,373

  自己株式 △162,693 △286

  株主資本合計 2,156,955 2,127,510

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 △14,985 △23,349

  土地再評価差額金 693,996 693,996

  評価・換算差額等合計 679,011 670,647

 純資産合計 2,835,966 2,798,158

負債純資産合計 8,109,379 8,515,114
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成28年12月１日
　至 平成29年８月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年12月１日
　至 平成30年８月31日)

売上高 ※  3,634,473 ※  3,611,412

売上原価 1,109,506 1,119,614

売上総利益 2,524,967 2,491,798

販売費及び一般管理費 2,823,011 2,641,695

営業損失（△） △298,044 △149,897

営業外収益   

 受取利息及び配当金 1,843 1,887

 還付加算金 2,129 -

 固定資産売却益 - 823

 その他 671 707

 営業外収益合計 4,644 3,417

営業外費用   

 支払利息 6,468 8,372

 その他 295 90

 営業外費用合計 6,764 8,463

経常損失（△） △300,164 △154,942

特別利益   

 役員退職慰労引当金戻入額 - 29,475

 特別利益合計 - 29,475

特別損失   

 固定資産除却損 561 72,690

 その他 - 7,162

 特別損失合計 561 79,853

税引前四半期純損失（△） △300,725 △205,320

法人税、住民税及び事業税 45,933 3,052

法人税等調整額 △72,993 -

法人税等合計 △27,060 3,052

四半期純損失（△） △273,665 △208,373
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

 

(四半期損益計算書関係)

※売上高の季節的変動

前第３四半期累計期間（自　平成28年12月１日　至　平成29年８月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平

成29年12月１日　至　平成30年８月31日）

当社が営むホテル業は、第４四半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向があります。　

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成28年12月１日
 至 平成29年８月31日)

 
当第３四半期累計期間
(自 平成29年12月１日
 至 平成30年８月31日)

 

減価償却費 368,293千円  224,840千円  
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成28年12月１日 至 平成29年８月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成29年４月６日開催の取締役会決議に基づき、自己株式85,700株を取得しております。この取得等

により自己株式は、当第３四半期累計期間において241,886千円増加し、当第３四半期会計期間末において

268,485千円となっております。

 

当第３四半期累計期間(自 平成29年12月１日 至 平成30年８月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成30年２月22日開催の第140回定時株主総会決議に基づき、平成30年３月10日付で、資本金

1,455,000千円及び資本準備金900,000千円をその他資本剰余金に振り替えた後、その他資本剰余金4,092,892千円

を繰越利益剰余金の欠損補填に充当いたしました。なお、株主資本の合計金額に、著しい変動はありません。

また、平成30年７月19日の取締役会決議に基づき、平成30年８月６日付で、原　信造氏及び原地所株式会社を

引受先とした第三者割当による自己株式58,400株の処分を行っております。この自己株式の処分等により、当第

３四半期累計期間において資本剰余金が10,453千円増加、自己株式が162,585千円減少し、当第３四半期会計期間

末において資本剰余金が332,948千円、自己株式が286千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成28年12月１日 至 平成29年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高      

      

　外部顧客への売上高 3,591,036 43,436 3,634,473 - 3,634,473

      

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 3,591,036 43,436 3,634,473 - 3,634,473

セグメント利益又は損失（△） △327,738 29,693 △298,044 - △298,044
 

(注) セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成29年12月１日 至 平成30年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高      

      

　外部顧客への売上高 3,568,035 43,377 3,611,412 - 3,611,412

      

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 3,568,035 43,377 3,611,412 - 3,611,412

セグメント利益又は損失（△） △179,477 29,580 △149,897 - △149,897
 

(注) セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成28年12月１日
至 平成29年８月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年12月１日
至 平成30年８月31日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △244円84銭 △186円09銭

 (算定上の基礎)   

四半期純損失金額（△）(千円) △273,665 △208,373

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △273,665 △208,373

普通株式の期中平均株式数(株) 1,117,749 1,119,736
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年10月12日

株式会社ホテル、ニューグランド

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   細　　矢   　   聡   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   斉　　藤   直　　樹   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ホテ

ル、ニューグランドの平成29年12月１日から平成30年11月30日までの第141期事業年度の第３四半期会計期間(平成30年

６月１日から平成30年８月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年12月１日から平成30年８月31日まで)に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホテル、ニューグランドの平成30年８月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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